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日本産種酢中に 存在 tfろ醋酸菌の 分類

學的研究及 び酵素學的研究 （第 2 報 B）

第 11 節 　 標 徴 並 に 類 豫

細 菌 Ne ，6

安 井 之 雄

　細胞は主 として 短桿状に して 其大 さ 0．6 〜 L2μ xO ．8〜 2．Oti
，變形態少 く、 其形伸長細胞 、 長 絲｝伏及

び紡錘状 な り、蓮動性無 く、澱粉反 應、繊維反應 、 GRAM 氏染 色．胞子形成及 び晒膠液 化性等總 て

員 な り、液體培養 に於て 一
般に皮膜形成 悪 く、麥芽浸出液培養に於 ての み菲薄 に して 稍濕潤 性光澤を

有 す る皮膜 を形成 す 、5（清酒に於て も皮膜を形成 し、酵母水を僅 に溷濁 し、ボ ツ プ添加麥芽浸出液 、

肉汁等に も増殖を認む 、 人工培養液 に於ては PASTEUR　ec液にのみ増殖 を認め 、 HENNEBERG 氏液 1

及び 1 ，
BEIJERINcK 氏ta、

　HA ．YDucK 　ec液 、 艶 HRMANN 氏液及び JKNKE氏液等には墸殖を認めす ，

固體培養 に 於 ける聚落は、濕潤光澤 、心 部稍褐色を帶 ぶ 、 菌體次第に赤褐色化す 、 葡萄糖添加 清酒

寒天上聚落は稍橙色 を帶 び次第に粘性 とな る、肉汁寒天 に於 て は増殖不良 、 増殖に 對 す る最適温度

25〜30°C1 最高温度 41°C 以上 、最低 温 度 7〜 10° C
， 死 滅温 度 50° C5 分間以上 、生酸に 對 する最遖

温度 28ん 30°C ， 最高温度 35〜 40°C
， 最低温 度 20° C 以 下 、 最高酒精濃度 5．O・v6 ．O％， 最適酒精濃度

3・0％， 最高醗酸生 産量 1．2％ ， 最高醋酸濃度 1・O〜 1．5％， 最高葡萄糖濃度 35，0〜 40．0％最 適葡驫 濃

度 20・O％， 最高 グ ル コ ン 酸生産量 8・8％ ， 最高食鹽濃度 1．0〜15％ ， 醋酸を酸化せ す 、各種炭水化物 、

多價 ア ル コ ー丿レ 、 ア ル コ ール 類 よ りの 生 酸性は Arab三noset 　Dextrose
，
　Galaktose，　Rohrzucker，

Milchzucker
・
　Dextrin

，
　Mannit及び Ethyl−alkohol 等よ り生酸 し、

　L5vulose
，
　Maltose

，
　RaMnose

，

Stgrke及 び n −Propyl−a重kohol 等 よ りは僅に生酸す 、　Mannit よ り還元 塘を生成せす 、 以上の諸性質
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （12）

よ り見 る に本菌 は Batt．　aceti 　PASTEUR　Iこ最 も良 く類似す 、 而 して酵母水及び HAYDUCK 氏液 に於

肪 性質は既知菌 β・・’．− 4、。 、 H ・N − RG 。 。。 　T 。。 。、9攜橋）、

　B 。 、。 翩 ＿ H 。NN 。。．

　 　 　 　 　 　 　 　 （エ4）
EHG 　var ．　TANEzu （高橋）に類似する も其他 の諸性質に於 て 明に區別 し得 、亦 既知變種 B 曜 ．　aceti

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c15）
PA．STELTR 　war ．　TANEzu （高橋）と比 較する に紅 色色素を生 する黙は類似す る も、 本菌は繊維反應を

呈せ
’3・、　 B … ．・ ・… i・PA ・

ti・
… 　 var ．・ M − ・〜 ず％ 内同魚 ・類anす、赭 者 の耀 せ 醐 菌

N ・ ．4・B ・ ・t．・・… i・P・s・EU ・　。。。．　i’i’に 椣 微 躇 龍 樋 N 。．6 を β。、， 媚 ，　P。、＿ のrei

變種 と見做す 。

　各種炭水化物 、 多價 ア ル コ ール 、ア ル ゴ ール 類 よ りの 生酸性を既知菌 と比 較すれば次表の 如し。
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第 1 表

鞭 藻
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　細胞は主 として圓形及 び短桿歌 に して其大 さ 0．5〜0．8／i　xO ，8〜2．0μ，變形態少 く、其形伸長細胞及

び稀 に紡錘状な b 、 蓮動性無 く 、 澱粉反應 、 繊維反應、GRAM 氏染 色 、 胞子形成 、 晒膠液化 性等總

て 員 なり 、 液體培養に於 ける皮膜は菲薄に して 固結せ す 、 光澤鈍 く、振盪すれば粉状に沈降 し著 し

く溷濁する も後清澄す 、 濕器壁 に滑ひ僅に上 昇す、酵母水 、 ボ ツ プ添加麥芽浸出液に は曾殖 不良 、 肉汁

には檜殖 を認めざ る も肉汁（食鹽 Pepton無 し）には増殖を認む、入工培養液 に於て は HENNEBE 　1｛G

氏液 1
，
BEIJERINcK氏液 、

　HYDucK 氏液 、
　Fb11RMANN氏 液及び JANKE 氏 液等には 壇殖を認む る

も ・ HENNEBERG 氏液 L 及 び PASTEUR 氏液 には層殖を認 めす 、 固軆 培養 に於け る聚 落は濕 潤光澤

水樣 性に して 、心 部白色 、
ZF滑な らす 、 次第に粘性 、 黄褐色化す 、 肉汁寒天 に 於ては増殖不良 、 曾

殖 に對 す る最遖温度 25〜30° C
， 最高温度 40〜 41° C ， 最低温度 7eC 以 下 死減温 度 50。 C 　5 分 間 生

酸に對す る最適温度 28〜30°C ， 最高温度 34〜 35° C ， 最低温度 20°C 以 下 、 最高酒精濃度 7，0〜 8．0％

最適酒精濃度 4・0％ 、最高醋酸生産量 16％、最高醋酸濃度 1．0〜 15 ％、最高葡萄糖濃度 35．0 〜 40．0％

最遖葡萄糖濃度 20．0％ 、 最 高グ ル コ ン 酸生産量 10．4％ 、 最高食鹽 濃度 1の〜1．5％ 、 醋酸を僅に酸化

す ・ 各種炭水化物，多價 ア ル コ ール 、ア ル コ ール 類よ りの 生 酸性は Arabinose
，
Livulose

，
　Dextrose

，

Galaktose
，　Rohrzucker ，

　Maltose
，
　RaMnose

，
　Dextrin

，
　Rhamnose

，
　Ethy1−alkohol 及 び n −Propyl。
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alkohol 等よ り生酸 し 、
　Starke，　Mannit 及 び Glyzerin等よ り僅に生酸す 、　Mannit よ り還元糖を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （t9）

生成せ す 、以 上の諸性質 よ り見 るに本菌は Bact．　wini 　acetati 　HENNEBERG に最 も良 く類似す 、即ち

液體培養、 固體培養 に於 ける諸性質 、嫐 こ各種炭水化物、 多價 ア ル コ
ー

・レ
、

ア ル ・ 一丿噸 よ りの

生酸 性に於て は殆 ん ど一致す 、而 して 既知燮種 Bact．　vini 　acetati 　HENNEBEAG 　war ．　MIYA 」I　I及

びf芝比 較す る に 、同 1 は蓮動性 を有す る黙及 ひ酵母水 、ホ ヅ プ添 加麥芽浸出液及 び肉汁 に墸殖せ

ざる黙に於て 本菌 と相反 し亦同 ffは蓮動性不定 に して 、且 養液 を烈 し く溷濁せ す 、 及び人工培養液

に増殖せ ざる 黙に於 て 異 る 、敵に著者は細菌 No 。7を Bact．　vini 　atetati 　HJ・iNNEBEIt （
’
； の新燮種 と

見做す。

　各種炭水化物、多價 ア ル コ ール 、ア ル コ ール 類よ りの 生酸性を既知 菌 と比較す れば次 表の 姐 し。

　　　　　　　　　第 2 表 　 　 　 細 菌 No ．　 8

糖及 び　
細菌

名
ア ル コ 冖ル 類
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’
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n
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　細胞は主 として短桿状に して 共大

さ 0，5〜 12μ xO5 〜 3．0μ，變形態多 く

共形仲長細胞及び同膨 大部を有 す る

もの な り 、 蓮動性を有 し不活發 な り

澱粉反應、繊維反應 、GRAM 氏染色

胞子形成及び晒膠液化性共 に 員な り

液黼培養に 於 け る皮膜は 、極 め て 菲

薄 に して稍 固結 し、稍濕潤性濕器壁

に沿 ひ稍 高 く上 昇す 、 夊 養液 中沈

渣 、 後に 稍紅色 を帶 ぶ 、 清酒、麥酒

及 び麥芽浸 出液等に 於 て は僅に 溷濁

すむ る も他 は總て著 し く溷濁す 、 入

工 培養液 に於て は　HENN　EIIERG 氏

液 1及 び JANKE氏液 に檜殖を認め 、

HENNEBERC ；氏液 瓦 PAsT皿 JR 氏液

BEu 耻 RINCK 氏液 、　 HAYDUCK 氏液 、

F5HRMANN 氏 液等に は増殖を認 めす ，固慥培養 に於 け る．聚落 は 、濕潤 光澤、稍糊賦 、周縁僅に細裂

し吹第に 褐色化す 、肉汁寒天 上 聚落は、稍 千光澤 、後蛋 白石樣 光澤 とな る 。 増殖に對 す る最適温度

25〜 30°C ， 最高温度 41° C 以上 、 最低温度 7°C 以 ド、 死滅温度 50°C5 分聞以上 、 生酸 に對す る最

適温度 30〜35° C
， 最高温 度 40°C 以 上 、 最低温度 20°C 以 ド、 最高酒精濃度 8．0〜9，

0％ 、最適酒精

濃度 5．0％ 、最高醋酸生酸量 4．3％、最高醋酸 濃度 1，0〜 L5％、最高葡萄糖濃度 40
，0〜45，0％ 、最 適

葡萄糖濃度 10．0％ 、 最高グ ル コ ン 酸 生産量 2．9％ 、 最高食鹽 濃度 LO〜L5％ 、 醋 酸を酸化す 、 各種炭
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水化物 ， 多價 ア 〜
レ コ ール

、
ア ル コ ール 類 よ りの生 酸性 は 、 Arabinose

，
　 Dextrose

，
　 Rohrzucker

，

Maltese
，
　Dextrin

，
　Ethyl−alkohol

，
　n −Propyl・alkohol 等よ り生酸 し、砿 vulose

，
　Galaktese

，
　St五rke

，

Mannit
，
　Glyzerin等 よ りは僅 に生酸 す 、

　Marinitよ り多量の還元糖を生成す 、以 上 の諸性質よ り兇 る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （21）

に本菌は Bact．　 aceti　BROWN に最 も良 く類似す 、即 ち液體培養に 於 ける性質殊に養液中沈渣稍紅 色

を帶 びる黙、及 び Mannit よ り多 量の還元 糖を生成 する等の 特徴を 有す、亦運動性を有 す る黙に 於

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （22｝　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　 （as）

て
一・致す 、 此 黙亦 Bact．　 exydans 　HENNEBERG

、
　Bact．　 industrium　HENNF．BERO

，
　Bact．　 acetigenam

　 　 　 　 （f4）

HENNEBERGと一致す る も特徴 に於て 明に區別 し得 li 而 して 既突r燮種 Bact．　 aceti 　 BR “ WN 　 war ．
　 　 　 　 　 　 　 （25）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （26）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （or）

TA．NEzu 　 I及 び 1　
，
　Bact。　aceti 　BRowN り 砿 M 匸YA 」I　I及 び 」，

Bact．　aceti 　BRowN 卯 β厂．　TANAKA 等

の 内 Bact．　aceti 　BROWN 　var ．　M 【YAU 　g と蓮動性を有 す る黙一致 する も 、 其他諸性質殊に各種炭

水化物及び ア ル コ ール 類 よ りの 生酸性に 於 て 一致せ す 、

’
故に著者 は細菌 No ，8　be　Bact．　aceti 　BROWN

の新變種 と見傲す o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

　各種炭水化物 、 多 價 ア ル コ ール
、

ア ル コ ール 類 よ りの 生産性を比 較すれば次 表の 如 し。

　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　　 3　　　　 表

攣黌謙
細　　菌
　 NO ．8

Arabinose

L 互vulose

Dextrose

Galaktose

Rohrzucker

MaltoseMilchzucker

RaMnose

DextrinS

蝋 rkeInulinRhamnOSC

1　 annitMetyl

−alkohol

Ethyl−a置kohol

n −Propy1 −alkohol

Amyl ・alkohol

Glyzerin
Mannit よ u邇 元

糖の生 成

　

）

　

　

）

十

十

十

十

十

十

一

　

（

　

　

　
（
　

　

　

　ー

　

　

十

十

一

　

（

ロ
ラ

一

十

一
（

十

十

一

づ十

十

（

騰 酬 … 纛騨
十

　 ぴ

”　 　 丑

（り

　 ク　　　　　　　 tl

MIYAJI 　 I　　”
　　　 1

細 菌

十

十

　

十

十

幵

十

十（？）

十

　 1　　＋

NO ・9

卅 1
昔 　　1

州
±

（〜）…

竺 旨

； 1
士

：　1

1　 ＋

　

　

　

ラ
　

　

　

　

　

ラ

ラ
　

ラ

十

十

十

十

十

十

十

十

十

　

　

（

（
　

　

　

　

　
（

（

（

　

　

ラ

一

　

十

　

　

（

十

十

　

［

十

　

　

　

）

十

十

十

十

一

　

　

　

（

　

　

十

十

一

　

（

一

、r

一

十

一
（

一

十

十

一

　

十

　 〃

　 va ヂ．
TANAKA

十

士

十

十

‘

＋

＋

＋

一

＋

厂

　細胞は主 として 圓形 及び短桿状に して共大 さ O・6〜1・2μxO ・6〜3・O！ll 變形態多 く 、 共形伸長細胞 、

長絲｝伏及 び長紡錘歌な り、蓮動性 を有 し不活發な り、澱粉反應 、繊維反應 、
GltA ：i氏染 色 、胞子 形成
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及 び晒膠液化性等共 に員な り、液體培養に於 け る皮膜は菲薄 に して濕潤性光灘を有 し、漁器壁に僅

に上 昇す、酵母水 、麥芽浸出液 ．ホ ツ プ添加麥芽浸禺液等には皮膜形成悪 しき もボ ツ プ添加麥芽浸

出液に於 て は溷濁を増加す ， 肉汁には群島妝皮膜 を形成す る も、肉汁 （食鹽 Pep亡on 無 し）には増殖

を認めす ・人工 培養液に 於て は HENNEBERG 氏液 1にの み増殖を認め 、
　HENNEBERG 氏液 1

，
PAE−

tl・）・vlt氏液 、　BEIJERINcK氏液 、　HAYD （JcK 氏液 、　FulmMLtNN氏液及 び JANKE氏液 等には檜 殖を認

め す。 固鱧培養に於 け る聚落は 、 硝子 光澤 、 中央 部稍隆起 し 、

≧
円骨に して 周線細裂す 、吹 第に褐色

化 す、肉汁寒天 上檜殖稍良好 、 増殖 に對 する最適温度 30〜35°C
， 最高温度 41° C 以 上 、 最低 温度

．7° C 以下 ・ 死漁 跛 50° C5 分 聞以上 、生 酸に粥 る髄 温度 30〜 35・ C
， 最高温度 40・ C 附近 、 最

低温度 20° C 以下 ・ 最高酒精濃度 8・0〜 9・0％ ． 最適酒精濃度 60 ％ 、 最高醋酸生産量・5．4％、最高醋

酸濃度 L5 〜 2・0％ ・ 鵬 黼 糖濃度 35の 〜 40・e％ 、 最 脚 萄糖濃度 10．09彡、鵬 グ ・レ コ ン 酸蝦 量

4・2％ ・ 最融 鹽巌 1・0〜 1・5％・醋酸鍛 化す、各鰍 水化 物、多 價 … コ ＿・レ ．， 、・ コ ＿、噸 よ

りの 生酸性は ・ Dextrose
・　Rohrzucker，

　Ethyl−alkohol
，
　n −Propyl−alk 。hol等 よ り生 酸 し、　Maltose

よ b僅 に 鰍 す ・ Manni ・よ り翫 糖を生成 す 、 以 上 の諸性質よ 睨 るに 、 蠱 軈 を有す る1　ts．　Bact．
exydans

．　Bact．　inda∫trium ，
・Bact．　acetigenam 等 と一致す る も特徴 に於て 明 に區別 猷 1、叉 PAST皿 IIこ

氏 液及 び BE ・J − ・K 氏液 囎 殖を認 めざ るXll・B ．　a ・e・i・P・ … UR 騷に屬せ ＄’、・Manni ， よ 嗹 灘

を 生 成す る 黙 ・Bact．　aceti 　BROWN の特徴 を有す る も其他の諸性質に 於て 異 る 、 然 るに液體培養に於

ける性質及 び固體培養に 於て 聚落の 周縁細裂 し 、 亦最高酒精濃度高 く、 最高醋酸生産量比較的多

き：el・ 及 び殊に糖及 び ・ ）v ＝ − J噸 よ りの蠍 性鯲 て β・・’．翩 ’HAN ・識 ・良 襭 似す。 而 し

て 瞰 瞹 種中 B − 〃 ’田 ・・… 陥 M ・Y … 鏃 銅 ＿ TANAK £
°

1・ M 。nni ， よ り翫 糖

を生成 する黙一致 する も 、 生酸性及 び蓮動性に於て異 り、 亦 Bact．　aceti 　HANSEN 　var ，　M 【YA ，13？
は蓮 動性 鮪 す る黙一致す る 姓 酸性 ・人工培養に於け る順 に於Tllliに異 る、亦 B 。 、，．　 a 、e，i
H …

器
一 JANK・ 1・

・及 び f￥’

とも異・ ・ 縮 畍 離・ ・黼 M β ・・一 ・ H ・。、。N

wa 「・1 とも一致 せす 。 故に著者は細菌 No ・9 を 84 砿 aceti 　HANSEN の新變種 と見做す 。

　各種炭水化物 、 ア ル コ ール 類 よ りの 生酸性を既知菌 と比較すれば次表の如 し。

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　 4　　　　 表

　 　 　 　 細
糖及び

ア ル コ
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RohrZttckev

MaltoseMilchzttCkev
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Raffinose

D 巳 xtrinSt

註rkeIn

し11itlRhamnose

MannitMethyl

−
alkohol

Ethyl−alkoho1

n −Propyl噌alkohol

Amyl −alkohol

glyzet’inMannit
よ り邏元

糖 の 生 成

一

一

十

十

　

［

十

細

十

十

一
菌 No ：10

十

十

ラ

　

　

　

　

ラ

十

一

一

十

一

十

「

十

十

一

冖

十

（

　

　

　

（

十
，

十

十

十 十

　細胞は．E と して球朕及び短桿状に して 其大 さ 0．8〜1．2μxO ．8〜2．5μ， 變形態 少 く 、 其形伸長細胞 ・

長 絲状及び稀 に頭獣膨大 を存す 、 蓮動性 を有 し活發 な り、 澱粉反應 、 繊維反應 、 GRAM 氏染 色 、 胞

子形成及 び晒膠液化 性等共 に負な り、液體培養 に於 け る皮膜は稍厚 く、粘 性に して 、大理石獣波紋

を生 じ褶皺を生 す る事あ り、濕器壁に沿ひ僅に上昇 し 、菌輪粘著 す 、3011後養液を爾溷濁せ しむ 、酵母

水 に 於ては僅 に濁溷 し皮膜を 形成せ す 、肉汁 、肉汁（食 鹽 Pep亡on 無 し）双 方共 に群島状皮膜を形成す

人 工培養液に 於ては HEN 既 BERG 氏液 1及 び 1 ，
HAYI ）ucK 氏液 、

　 FoIm ｝IANN 氏液及び JANKE

氏液等に 」曾殖を認め 、 PASTEUR氏液 、　BEnE ミ
【NCK 氏液には檜殖 を認 めす 、固體培養に 於け る聚落

は濕潤性な る 転 光澤鈍 く稍顆粒面 を呈す訳 第に褐色化 す、肉汁寒天上 檜殖 を認 む 、増殖に 對 する

最適温度 25〜26° C
， 最高温度 40〜 41° C

， 最低温度 7・v100C
， 死減温度 50°C 　5分間生酸に對す る

髄 澱 25〜％
・ C

， 最高温 S＃・34〜 35・C 澱 低温eC．20
° C 以下 、 最高酒精濃度 5・0ん 6・0％澱 適酒精

濃度 3
，
0％，最高醋酸生産量 1．7％ 、 最高醋酸濃度 1．5〜 2．0％．最高葡萄糖濃度45．0％以上 ・最適葡萄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

糖濃度 35，0％ 、 最高 グ ル ゴ ン 酸生産量 10．9％ 、 最高食鹽濃度 1．5〜2．0％．醋酸を酸化せ す 、 各種巌

水 化物 、 多價 ア ル コ ール 、 ア ル コ ール 類 よ りの生 酸 性は 、 Arabinose
，　 Dextrose，　 Galaktose

，

Milchzucker
，
　Dextrin， Inulin， Rhamnose ，　Ethyl−alkohol 等 よ り生酸 し、　Lttvulose，

　Rohrzucker
，

Maltose，　RaMnose ，
　 St蕊rke ，　 Mannit ，

　 Methy1・alkohol ，　 n −Propyレalkohol 等 よ り僅 に生 酸す、

Mannjt よ り還元 糖を生成せ す 。 以 上 の 諸 性 質よ り見 る に蓮 動性活 發 なる既知酪酸菌中 、　Batt．

。x ，dan、　H ＿ 。。課 B 。 、，．漁 、’畑 H ・・N ・ 1・・調 浪 く鋤 す 涌 して 液髏 培養に於 け ・性

質は B ．oxydans 　HB ．に於 ては菲薄 に して濕器壁 に」背 搾1戎 膜 を 1衫成 する も木 菌は厚質 、 ．且粘 性に

して褶皺を生す る皮膜を形成 す る黙 、 B ．　industrittntの 牛寺微 を有 し・亦其 0）他 の 諸性質を比 較する

に次 表の 如し e
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最 高 酒 精 濃 度 ％

最 高 醋 酸 生 産 量 ％

最 高 葡 萄 糖 撲 度 ％

最高グ ル コソ 酸生産量 ％

最 高 食 鹽 濃 度 　 ％

最　　 適 　　 温　　 度

　 第 　 　 　 　5

B ．OXO ）dans 　HE ・

　 7

　 2，0

　 35

　 8

　 0．318

〜 210C

　　表

B ．ind ％ strit4m 　H 亅ロ，

　 　 　 6〜 7

　 　 　 2．7

　 　 　 50

　 　 　 16．6

　 　 1．0〜 3．0

　 　 　 230C

細菌 No ．10

　 5．O〜 6．0

　 　 1．745

以 上

　 10．9

　 15 〜 2．0

25 〜 260C

・以 上 に よ り本 菌は寧 ろ B ．industrittm　HB ．に最 も良 く類似す 、既知 變種 B ，　industrium　val
’・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （37）　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　 （ss）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （：fi）
Hnslirc：AKi

， （高橋 、朝井）； B ，　 industrium　var 、（欠木 、橋谷 ）； B ．　industrium　var ．　 TANAKA 　；等 と

比 較する に 同 var ．（矢木 、橋谷）及 び同 var ．　TANAKA は蓮動性を有せ す、亦 同 var ．　Hc ，s．ITI（；AKI

（高橋 、 朝 井 ）．及 び同 war ，　TANAKA は Mannit よ り還元糖を生成す る も木薗は生成せ す。 散 に著

者は細菌 No ．10を B ．　industrium　 HB ．の新變種 と見徹 す 。

　 糖及び ア ル コ ール 類 よ りの生酸性を氈知薗 と比 較すれば次表の如 し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第 　　　　6　　　 表

糖及 び
＼
辱 名
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＼

＼
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一
　．　　　　　 ＋ 　 i　　

−
　　 …

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　十 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　！
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

I

　　　　　　　　　　細 　　　薗　　　No ．11

　細胞は主 と して短 桿默に して其大 さ 0．6〜 1．2μxO 。6〜 3．0μ， 變形態稍多 く、 其形長絲賦な り、 蓮動

性を有 し不活 發な り、澱粉反應 、繊維反應、GRAM 氏染色 、 胞子 形成 及 び晒膠液化性等共に 負な り、
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液體培養に 於 け る皮膜は 、 菲蘇に して稍 固結 し 、 光 澤鈍 く、褶皺を生す 、 濕器壁に沿 ひ稍高 く上 昇

す 、酵 母水には皮膜 を形成せ ざる も、紅褐色沈 渣を生す 、肉汁 、肉汁 （食鹽 Pepton無 し）に 於 て は

皮膜を部分的に生す 、 人 工培養液に於 て は JANKI・；氏液に の み檜殖を認む 、
　HENNEBERG 氏液 1及 び

1 ，
PAs’rEuR 氏液 、　BEIJERINcK氏液 、　HAYDucK 氏液、　FUI　RrANN 氏液等には増殖を 認めす、固體

培養に 於 ける聚落は 、 光澤鈍 く 、 次 第に 乾燥 し 、 褐色化す 、 肉汁寒天上檜殖を認む 、 増殖に對 する

最適温度 30〜 35°C
， 最高 温度 41° C 以上 、 最低温度 7° C 以下 、 死滅温度

』
50°C5 分聞以上 、生酸に

黝 す る最適温度 28〜 35°C ， 最高温 慶 35〜40°C ， 最低温度 20° C 以下 、 最高酒精濃度 5．0〜 6．0％ 、 最

遖酒精濃ue　4・O％、最高醋酸生産量 ao％、最高醋酸濃度 m 〜 】5 ％、最高葡萄糖濃度：召0．0〜 45．0％、

最適葡萄糖濃度 10．0％ 、 最高 グ ル コ ン 酸生産量 幺9％、最高 食鹽濃度 1．0％ 附近 、 醋酸を酸化 す 、各

種衆水化物 、 多 價 ア ル コ ール 、 ア ル コ ール 類よ りの 生酸性は 、Arabinose
，
　Dextrose

，
　 Galaktosel

Ma 】tose
，
　Ethyl−alkohol

，　n
−Propyl−alkohol 等 よ 1）生酸 しLgvulose

，　Rohrzucker，
　Dextrin，Starke，

Rhamnose 等よ り僅に 生 酸す 、　 Mannit よ D多 量の 還元 糖を生 成 す 。 以 上 の諸性質よ り見 る に本菌

は液體培養に 於て 、 皮膜菲薄に して 、濕器壁 に沿ひ稍高 く上 昇 し 、 養液を著 しく溷濁す る等の黙 よ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cfig）

り B ・　 ascendens 　HB ．の 特徴 を有 す る も、運動性を有 し、養液中稍 紅色化す る沈 漬を生 す る黙、及
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4o ）

び Mannit よ り多量の還 元糖を生成す る點に 於て寧 ろ B．　aceti 　BROWN に最 も良 く類似す 、 而 して

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c4【）
既知變種 中 B ．　aceti 　BROWN 　var ．　M 【Y ，S，TL　I に運 動性を有 す る黙及 び糖 及 び ア ル コ ール 類 よ りの

生 酸 性に 於て 一致 す る も 、 本菌は人 工培養液中 JANKE氏液にの み増殖す る黙に於て異る ， 亦著者の

分離せ る細菌 No ・8〜B ，　aceti 　BitowN　var ．1 とも異 る、故に木菌 No ，11を β．aceti 　BRowK の新

變種 と見倣 すQ

　 糖及 び ア ル コ ール 類 よ りの生酸性を既知薗 と比較すれば次表の 如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　　 7　　　　表

禦 瀞 　
系
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・

豐
繍

Arab ｛nose

L 互vu 置ose

Dextrose
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DCxtrinStlirkeI
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十

（＋）

十

十
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十
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ラ

十

十

十

十

十
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［
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＋
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う
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十（

十
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．WIcthyl −alkohoi

Ethy1 −alkohol

n −Propyl −alkohoI

Amyl −alkohol

Glyzerin
Mann 五t よ trJ　tS元
糖 の 生 成

細

十

十

一

冖

十

菌

十

十

う

一

十

十

（

Ne ．12

十

十

一

十

十

十

十

一

　

十

十

十

　細胞は主 として 圓形 、 短桿状に して 共大 さ 0．5〜 1．21ixO．5 〜 3．0μ， 變形態多 く、 其形伸長細胞 、 長

絲歌及 び長紡錘状な り、蓮動性を有 し不活發 な り、澱粉反應 、 纖維反 應、GRAM 氏染色 、 胞子形成及

び晒膠液化性等共 に員な り液 體培 養に 於 け る皮膜は、菲薄に して 固結 し光澤を有 す、濕 器壁に沿 ひ

僅 に上 昇す 、 清酒 に は皮膜 を形成せ す 、 酵母水 、麥酒、肉汁 、肉汁 （食鹽 Pepton無 し）等に於て は皮膜

を部分的に 生す 、人 工培養液に於ては HENN．　EBERa 氏液 1 ，
HAYDUCK 氏液 、

　FU且 RMANN 氏液及 び

JANKr）氏液等に墫殖を認 む る も・HENr’
EBERG 氏液 IsPKsTEuR 氏液 及び BE 【」ERINcK 氏液等に

は増殖を 認めす 、固鱧培養に於 け る聚落は 、 潤濕光 澤、周縁僅 に細裂 し、次第に褐色化 す 、 肉汁寒

天 ．k増
’
殖 不良 、増殖 に對 す る最 適温 度 30〜 35° C

， 最高温度 41？C 以上 、 最低温 度 7〜 10° C
， 死滅温

度 50QC　5分聞以上 、生酸に對 す る最適温 度 28〜35°C ， 最高温度 40°C 附近 、 最低温度 20°C 以下

最高酒精濃度 6．O・− 7．O％、最適酒精濃度 5．0％、最高醋酸生 産fi　4．6％ 、 最高醋酸濃度 1．5〜 2．0％ 、 最

高葡萄糖濃度 20．0〜35．0％ 、 最適 葡

萄糖濃度 5．0％、最高 グ ル コ ン 酸生

産量　1．4％ 、 最高食鹽 濃度 1，0〜 1．5

％ 、 醋酸を僅に酸化す 、各種炭水化

物 、多 價 ア ル コ ール 、 ア ル コ ール 類

よ りの生酸性は 、 Dextrose，　 Roh ．

rzucker
，
　 Milchzucker

，
　 Mannit

，

Ethyl−alkoholee よ り生酸 し 、 Arabi−

nose
，
　Galaktose，　n −Propy1−a ］kohol

等 よ り僅に 生酸 す 、Manniは り還元

糖を生成 す、以 一Ttの諸性質よ り見 る

に蓮動性を有 し、Mannitよ り還元 糖

を生成 する黙に 於て B ．　aceti 　BROWN

に類似す る も、液體培養 、固體培養

に 於ける諸性質 、増殖最 適温度 30〜

35°C ， 最高酒精 濃度 6．0〜7．0％、最

高醋酸生産量4，6％及 び糖 、ア ル コ ー

　 　 　 ■

第 8 表、

蜜匙 謙・ 纏 ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

Arabinose

L装vulose

Dexttose

Galaktose

RohrZticlcer

MaltoseM

且lchzucker

RaMnose

Dex 亡rinS

ヒ試rkeInu11nRhamnose

MannitMethyl

噂aikohel

Ethyl−alkoho1

11−Propyl −alkoho1

Amy1 −alkohol

Glyzedn
Mannit よ り邂 元

糖の 生成

1（＋ ）

1 ＿
i

  ＋

　（＋ ）

　士

　土

・ 「
；1

（＋） i

十

　 　 　 　 　 　 〃

13．aceti
　　 　 var ．　MIYA ・JI　IHANSEN

十

　

一

「

　

一

［

冖

十

十

　

　

　

　

ら

　

　

　

ラ

十

十

十

一

一

十

一

一

一

一

一

一

十

一

十

十

一

一

十

　

　

（

　

　

　

　

　

　

（．
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BROWN 　var ．
TANEZU ．1

冊

十（？）

十

冊

十
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ル 類 よ りの生酸性等に 於て 寧 ろ B ．　 aceti 　HNAS ）N に良 く類似す 、而 して 既知變種 中 B ．　ateti 　HAN・　sコt］
’

var ．　MIYA 」I　I と蓮動性を有 す る黙 、 及び Mannit よ り還元糖を生成する黙等に 於て一致す る も、

生酸性に於て異る 、 亦細菌 No ，1 ； No ，9 とも區別 し得 、 故に著者は細菌 No ，12を B ．　aceti 　HA ］
’
sEN

の新變種 と見傲 す。

　糖及 び ア ル コ ・一ル 類よ りの 生酸性を既知菌 と比較 すれば第 8表の 如 し。

　　　　　　　　　　景田　　　　1黛i　　　　No ．13

　細胞は 主 と して短桿状に して 其大 さ 06 〜 1．OftxO．8〜 3．0μ， 變形態 少 く、 共形伸長細胞 、同膨大部

を有 する もの 及び紡錘｝伏な り謹 動性を有 し不活發な り澱 粉反 應 、 繊維反應 、 GRAM 璃染色 、 胞子

形成及 び晒膠液化性等共 に員な り、液體培養に於け る皮膜 は 、 稍厚 く固結 し 、 稍粘性に して 、 褶皺

を 生す ，濕器壁 に沿ぴ稍高 く上昇す、酵母水 に於 ては僅 に溷濁 し、菲薄なる粉状皮膜を形成す 、 冉

汁 （食鹽 Pepton 無 し）中にの み部分的 に皮膜を 形成す 、人工培養液に於て は JANKE氏液に の み

増殖を認 め ，HENNEIIF．RG 氏液 1及 び LPASTEUR 氏液、　 BEIJEnlNC・K 氏液 、
　 HAYDuCK 氏液及 び

FtililtlTANN氏液等 には増殖を 認 めす 、 固艘培 養に於 け る聚落は 、 濕潤光澤 、 顆粒面を 呈す 、 次 第に

光澤を失ひ 、 褐色化す 、 肉汁寒天 上増殖 不良 、 増殖に對す る最適温 度 30〜 35° C
，最 高温 度 41°C 以

上 、 最低温 度 7〜 10° C
， 死滅温 度 50° C5 分閙以一L 、 生酸に封 する最適温度 25〜30°C

， 最高温度 35

〜40° C
， 最低温度 20°C 以下 、最高酒精濃度 8．0〜 9．0％、最適 酒精濃度 5．0％、最高醋酸生産量 4．1

％ 、最高醋酸濃度 1．5〜 2．0％、最窩葡萄糖濃度 35．O・ ・ 40．O％、最適 葡萄糖濃度 20．0％、最高 グ ル コ

ン 酸 生産量 42 ％ 、 最高食鹽濃度 L5〜2．0％ 、 醋酸を酸化す ・ 各種炭水化物 ・ 多 價 ア ル コ ー ル
、

ア ル

コ ール 類 よ りの 生 酸性は 、 Arabinose
，
　 Dextrose

，
　 Galaktose，

　 Rohrzucker
，
　 Maltose

，
　 Dextrin

，

Ethyl−alkoho1 等よ り生酸 し、　 LEvulose，　Stitrke，
　n −Propy1−a ｝kohol等 よ り僅 に生酸す 、　 Mannit

よ り還元 糖を 生成す 、以 上 の諸性質よ り見 る に 、蓮動性を有 し、Mannit よ り還元糖を生 成す る 黙

B ．aceti 　BROw 乂 に類 似する も、液艘培養、固體培養に 於け る性状著 しく異 り、亦其 皮膜 、濕器壁

に稍高 く上 昇す る黙 B ．aseendens 　HB ．に類似する も 、 其他諸性質に於て 明に區 別 さ る、然 るに其

皮膜の性状は稍厚質、粘性に し て 摺皺を 生す る黙、及 び酵母水 に於 て 僅に 溷濁 し 、
　HAYDUcK 氏液に

壇殖を 認め ざる黙 及び最高 醋酸生産量稍｛多量、且 生 成酷酸を酸化 する黙等 よ りして寧 ろB ．acetesam
　 c42）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （43）
HB ．に最 も良 く類似せ ん 、 而 して 氈知 變種 lll　B ，　acetesum 　var ．　TANEZu 　 I ，

B ．　acetoszam 　var ．
　 　 　 　 で44）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （45）

M 【YAJI 　I 及び B ．　acetesum 四 醐 TAN 人 KA 等 と皮膜の 性状 、 糖及 び ア ル コ
ー

ル 類よ りの生酸性 及

び Mannit よ り邂 元糖を生 成す る黙等良 く類似す る も、同 war ．　TAN ）；zlJ 豆 及 び同 TANA 　KA は 蓮動

性無 き黙異 b 、 亦同 M 【YA 」I　I は蓮動性を有す る黙一致 す る も、同菌は P ・tSTEUR 氏液及び BEr，T−一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （46）
ERINCK 氏液に檜殖 し得 る黙本菌 と異 る 、亦同 var ．　JANKE　I 〜 N （17 ， 貰3， 】V3 ）及 び著者 分離細
　 　 　 c47）

菌 No ・5 とも
一致せす 。 敬に本菌 No 、13 を B ．　acetesum 　HB ．の新變種 と見做す 。

　糖及 ひ ア ル コ ール 類 よ りの生酸性を 既知菌 と比 較すれば次表の如 し。

■
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第 9 表

鞭 ．ル
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十

（十 ）

十

十

十

十

十

（十）

十

（十 ）

＋　1

　　細

十

十

　

【

一

一

冖

　

十

十

菌

　 　
一
矛
一

var ．　TANEzu 　I

　

うロ

十

十

幵

一

（

（

十

十

一

？

什

？

十

No 。14

　 　 tt

臨 Mi呵 1
十

十

十

一

　

ウ

十

十

一

　

（

十

［

　

一

十

十

）

【

十

十

（

1　　　 〃

　 　 va ゲ．
　 TANAKA

　 　 十

　 　 十

　　 十

　　 十

　 　 十

　 　 十

　 　 十

　 　 十

　 　 十

　 　 十

　　（＋ b

細　菌
No ．5

　 　 〃

　 　 var ．
JA ）IKE 　1（豆7）

）
　

　

　

　

）

十

一

十

十

（
　

　

　

　

　
⊂

十

一

）

冖

十

一
（

一

　

一

十

十

細胞 は主 として短 桿歌に して 其大 さ 0．8〜 1．Ofl　x　1，5／i 〜 3．01へ 變形態少 く、其形仲長細胞及 び稀に

頭状膨大せ る ものあ り、 運動性を有 し不活發 な り、澱粉反應、纖維反 應、GitA）r　K 染色 、 胞子形成

及 び晒 膠液化 性等共 に 員な り液 體培養に於 け る皮膜は菲薄に して 固結 し 、稍 乾燥 し褶皺を生す 、 濕

器壁 に沿 ひ高 く上昇す 、酵母水に於て は僅 に溷濁 し、皮膜を形成せ す 、 肉汁‘肉i・1・（食鹽 Pepton無 し）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え

双 方共 に 於て 部分的皮膜を形成す 、 入 工培養液に於 て は HAYDu ‘
1K

氏液 、J・tNKE 氏液 に於て の み増

殖を認む 、 固體培養に於 ける聚落は 光澤鈍 く、稍顆粒而を呈 し次 第に乾燥す る も粘性 とな り、 黄禍

色化す 、肉汁寒天上 増殖 不良 、増殖に對 する 最適温 度 30° C 附近 、最高温 度 41° C 以 上 、最低 温度

7〜 10°C ， 死滅温度 50℃ 5 分開以上 、生酸に對 す る最適温度 25〜 30° C ， 最高iR度 30・v40 ？c
， 最低

温 度 20°C 以 下 、 最高酒精 濃度 6．0 〜 7．0％ 、 最適 酒精濃度 3．0％、最高醋酸生産量 2，3％、最高醋酸

濃度 15 〜 2．0％、最高葡萄 糖濃度 40．0〜 45．0％、最遖葡萄糖濃度 20．0％、最高 グ ル コ ン 酸生 産S：　3．7

％ 、最高食鹽濃度 LO 〜 1．5％、醋酸を酸化す 、各種炭水化 物 、多價 ア ル コ ール 、ア ル コ ール 類 よ りの

生 酸性は Arabinose
，
　Dextrose

，
　Galaktose，　Rohrzucker ，

　Ethyl−alkohol ，
　 n −Propyl−alkohol 等 よ り

生 酸 し、Lgvulose
，
　 RaMnose よ り僅に 生酸す 、Mannit よ り還元 糖を生成す 。 以上の諸性質 よ り見

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c4s）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 c49）

るに 、 本菌は B ．rancens 　BEIJERINCK及び B ．　acetesum 　HB ．に良 く類似する も皮 膜の性状菲薄 に

N 工工
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して稱 々 乾燥 、褶皺を 生 じ濕器壁 に滑 ひ高 く上 昇す る黙 、 養液を溷濁せ しめ ざる巽ll、 及び P ．LS’rJ，：vl ｛

氏液 、 B 日IJERINCK 氏液 に墫 殖を認めざ る黙等 よ り寧 ろ B ．　rancens 　BldlJERII（・K に 良 く
一致す 、亦

逕動性を有 し Mannit よ り還元糖を生成 す る黙 、　B ，　 ticeti　BROW ］ の特性をオfす る も明に區 別 し得 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （50〕

而 して既知變種中 B．rancens 　BE’IJERI ］
’
CK 　var ．　MW 川 1 に 、糖及 び ア ル コ

ール 類 よ りの 生 酸性 及

び Mannit よ り還元 糖を 生 成す る黙に 於 て 殆ん ど一致す る も 、 本菌は蓮動性iを有 し、且 BEI」ERINCK

氏液 、 H’
ENNEBERG 氏液に檜殖を認 め ざる黙に於て 異 る 、 故に細菌 No ．14を B ，　rancens 　BEI，TEnJNC ’

K

の新變種 と見倣 す 。

　糖及び
’7 ル コ ー ル 類 よ りの 生酸性を既知菌 と比 較す れば吹表 0）女Nし。

第 10 表

轄．謙ゑ擁
A ・abin ・ ・e 　 　l ＋

　 　 　 　 　 　 　 　

Lavu ！ose 　 　 ．（十 ）
　　 　　 　　 　 ：
DextrOSe 　　　　　　 十

Galaktose　　　　　　 十

Rohrzucker 　　　　　　 十

］矼altose 　　　　　　　　　　　−

Milchzueker 　 　 　 　
−

Ra 册 nose 　　　　　　（十）

Dex ，rln 　 　 I ＿

Sttt・k・ 　 　 i −

Inuli。 　 　 1 ＿

Rhamnose 　 　　 　　 −

Mannit 　　　　　　　　　　 −

：lethyl −alkohol 　 　
一

旦
thyl’alk °h°1

　 i ＋

鼠「 Pr° py”a ’k°h°11 ＋

Amyl −a 【kohol　　 l　
−

　 　 　 　 　 　 　 I
GIyzerin 　　 　　　　 −
Mannlt よ り還元
　 　 　 　 　 　 　 　 　 十
糖の 生 成

B ・チ厭 醐 　I
BEIJF ．R ］NCI ｛　 I

　 　 　 　 　 　 I

vaf ．　M 】YAJI 　I　I

　　＋　　 1
　　 ＋　　 1
　 　 十

　　＿　 亅

’
（十）

　　 ＿　　 l
　 　 　 　 　 I

　 　 十

　 　 十

　 （十）

”　 iB．　acetosutJL
I　　　　 HB ．

十 　　 　 　 一

十　　　　　一

十 　　　 　　十

十 　　　　 十

十 　 　　 　 一

十 　　　　 十

十 　　 　 　 十

十

無 し
、 入 1：培養液に於 て は HEN ＞

tET
｝ETtC ； 氏液 1及 ひ 1

，
　 PASTEun 氏液及 び

籏 を認む る も ・ BEi」ERINCK 氏液 ・
HA、 lm

’cK 氏液 及び FOHR31ANN 氏液等 に は檜殖 を認めす ・固體

培養に 於け る聚落は 、稍 濕潤光澤 、罕滑 な らす 、 次第に 乾燥 し褐色化 す 、酵母水寒天 、 肉汁寒天」洪

に 増殖 不良 ・ 檜殖に對す る最適温度 30℃ 附近 ・最高温度 41° C 以一F．・最低 温 度 7 ・vle °C ， 死滅温 度

50℃ 5 分聞以上 、 生酸 に對 す る最適温度25〜 30° C
， 最高温 度35〜40℃

，最低温度 20° C 以 下 、最高酒

精濃度4．0〜 5．0％ 、最適酒精濃度3．0％ 、最高酷酸生産量0．7％ 、最高醋酸濃度 15 〜 2．O％ 、 最高葡萄糖濃

度35．0〜 40．0％ 、最適葡萄 糖濃ee　10．0％ 、最高 グ ル コ ン 酸生 産量3．5％、最高食鹽濃度 1．5％附近 、 醋酸

　　　 系田　　　菌 　　　　No ．15

　細胞 は 屯 と して 短 桿 状に して 其大

さO、8〜L2 μx10 〜3．0μ， 變形態多 く

其形伸長細胞 、 長絲状及び 長紡錘 賦

な り h 蓮動性無 し 、澱性反應 、纖維反

應 、 GRAM 氏染色 、 胞子形成及 び晒

膠液化 性等共 に員 な り、液體培養に

於け る皮膜 は菲薄 に して光澤鈍 く、

濕器壁 に滑 ひ著 し く高 く上 昇す 、 酵

．
母水 中 に ては僅 に溷濁 し、群 島駄皮

膜を形成す る も濕器壁 に沿ひ著 し く

高 く上 昇す清酒及 び麥芽浸 嵩液に於

て は皮膜に褶皺を生す 、
ホ ヅ プ添加

麥芽浸 出液中に は稍厚き皮膜 を形成

し、肉汁 、 肉ll−（A． 鹽 Pepton無 し）

中に は墸殖する も皮膜を形成せ す 、

一般に養液は著 し く溷濁を生 す る事

　　　　　　　 JANKE氏液等に厨

N 工工
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を僅に酸化す 、 各種炭水化物 、 多 價 ア ル コ ール
、

ア ル コ ール 類 よ りの生酸性は Arabinose，　Dextrose ，

Galaktose
，
　E亡by1−alkohol 等 よ り生酸 し 、

　L £ vulose ，
　Maltose

，
　n −Propyl−alkohol 等よ り僅に生酸

す iMannitよ り還元糖を生成す、以 一Lの諸性質よ り見 るに 、 共皮膜菲簿に して 、 濕器壁に沿ひ著

し く高 く上 昇す る黙に於て B ．ascendens 　HB ．に良 く
一致 す、而 して 養液 を著 しく溷 濁せ しめざる

黙 、 HAYDUCK 氏液に壻殖 を認 め ぎる ，即 ち窒素源 と して Asparagin を伺化 し得
・
ざる 黙及び最高 醋酸

生酸量9％な るに 反 し 、本菌は 0．7％な る翼占に 於て 異る も、此黙 よ り見 オマば既知變種B ．　ascendens 　HB ・

　 　 　 　 　 　 　 侮 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「s2 ）

var ．　TANEZu 　 T に殆ん ど
一致す、亦 B ，　ascendens 　HII．　 MIYA 」I　W と糖 及 び ア ル コ

ール 類 よ りの

生酸 性及び共他の1 性質に於 て最 も良 く類 似す る も 、 晒膠液化 性 を有 する黙 、 本菌 と相反す 、 同

var ．　TANAKA 　I及 び／i3Xび細菌 No ．ダをも異 る 。 故に 本菌 No ，15 を β．　a ∫ cendens 　HB ．の新變種

と見徹す 。　　 　　　　　 ．

　糖及 び ア ル コ ール 類 よ りの生 酸性を既知菌 と比較すれ ば次表の如 し 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　 11　　　 表

轍 灘
細　菌
No ．15

　 　 　 　 　 　 　 ！Arabinose

Lljvu里ose 　　　　
．

Dextrose

Galaktose 　　　　　 l

Rohrzucker

MaltoseMilchzucke

「 i
Raffinose　 　 　 　 2

Dextrin 　　　　　i

St盗rkeInul

量n 　　　　
「

Rhamnose
　　　　　i

Man ロ itMethyl

噌alkohol

Ethy1−alkohol

n
−PrOPyl−alkohGi 　l

Amy1 ・alkohol 　 I
G 正yze   n

Mannit よ り邊 元 1
糟の 生成

　 　 　 　 　 　 　 　 　 〃　　　　　　　　　　　〃

B ，ascendens
　　 　　 　　 var ．　TANEzu 　I　　　 Var ．
　 　 Hb ．
　　　　　　　 （高　橋 ）　　lMIY 川 1

〃

W

十

（＋醗

＋ 　［
＋ 　1

（十 り

一　　　　　I
　　　I− 　　　1

−
　 　 ！

十

（＋ ） 1
＿　　　

1

十 　1
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十

十

總

　

　

　

什

卅

冖

＋

一

＋

　

　

（

十

十

十

十

十

十

十

十

「

十

　 〃

TAU”Al ｛A

　 I

（十 ）

　 十

　 十

．（十 ）

　 十

十

十

十

十

十

十

冖

一

十

〃

五

卅

括

十

十

一

　

十

十

一

十

十

）

）

一

十

十

（

（

　

　

　

　

　

）

十

十

十

十

十

十

　

　

　

　

　

（

十

細 菌
No ．2

（十）

十

十

（十）

　十

一
（

幽

［

）

」

十

一

十

十

　

（

佐川氏 食酢醸造場種酢（米 酢）よ り分
．
離 した る 4種の醋酸菌

　細菌 No ，6＝＝＝Bact．　aceti 　PASTEvR　var ．1 ， 細菌 No ．7＝Batt．　wini 　acetati 　HENNEBER ‘i　v 丿ar ．1 ，

　細菌 No ，8＝＝Bact．　aceti 　BRowN 　var ．　1 ， 細菌 No ，9・・Bact．　aceti 　HANsEN 　var ，　L

N 工工
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及 び中埜氏食酢醸造場（尼崎）種酢（酒精酢）よ り分離 しtcる 6種 の醋酸菌

　　 細菌 No ．10＝
、Bact．　industrium　HENN 醐 ERCI 　var ，1 ，

　　 細菌 N ・．11一翫 ・≠．aceti 　BR（IWN 　 war ．　 1 ，

　　 細菌 No．12− ．84‘’，　 aceti 　HANSEN 　var ，］ ，

　　 細菌 No ．13＝．Bact．　acetosa 〃 1　 HENNEBER α var ，1
，

　　 細菌 No ．14・−Bact，　rancens 　B 脚 ER 【NCK 　vart 　I ，

　　 細菌 No ．15＝ ・Bact．　as ‘ende4s 　H 　F．N ］　
T
］・］BERC ； war ．1

，

以上 を Hn’
yER 氏分

．
類法並に HEr’

1　 EBERG 氏分類法 に ょ り分類すれば次 の 如 し。

　　　1，Hf》YER 氏分類法

　　　　　 1．Bieressigbakterien

　 　 　 　 　 　 　 　 A ．B ．　 ranCertS 　 B 　EIJE ｝tlNCK

　　　　　　　　　　B ．aceti 　HANSFN　v ‘lr，】［，　 E，（細菌 No ．9 ； ；No ．12う

　　　　　　　　　　B ・　 aceti 　BROwX 　var ．　 L 　I，（細菌 N ・．8J； No ，11）

　　　　　　　　　　B ．acetosum 　HENNERERG 　 var ．1 ， （細菌 No 、13）

　　　　　　　　　　B ．raneens 　BEIJE．R］NCK 　 var ．1，（細菌l　No ．14）

　　　　　　　　　　J］．vini 　acetati 　HENHFBERG 　var ．1， （細菌 N ｛｝．7）
齟
　　　　　　　　　 B ．indtis．trt

’
fim 　HENNEBERG 　var ．1，（系田菌 No ，10

．
）

　　　　　 1 ，1｝．aceti 　PASTEUR

　　　　　　　　　　B 。aceti 　PAST 卜：UR 　var ．】［， （細菌 No ．6）

　　　　　　　　　　B ．aicendens 　H 　EN 蹴 】II・二RC ： var ．　 ff，（細菌 No ．15）

　　 2．　HENNEBERG 氏 分類法

　　　　　 LMaische 　oder 　Wiirzessigbakterien

　　　　　　　　　　Rindttstrinin 　HEtS”INF．コll・：R （1　Var ．正，（．細菌 No ．10）

　　　　　1 ．Bibressigbakterien

　　　　　　　　　　B ．aceti 　HAN 呂EN り僻 ．1 ， 払 （細菌 No ．9 ； No ．12）

　　　　　　　　　　B ．aceti 　BROWN 　 var ．　1 ， 】【， （悉田菌 No ．8iNo ．　l　D

　　　　　　　　　　B ．acetOSft ” t　HENNEBERG 　 var ．1，（細菌 No ．13）

　　　　　　　　　　B ．raneens 　Bb ：，ri，tmtsTCK 　 var ．　 L （細菌 No ，1の

　　　　　 9 ，Weinessigbakterien 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　　　　　　　　　　B ．ascende ” s 　HENN 脚 q ｛6　va ，
A，1 ， （細菌 No ．15）

　　　　　　　　　　B ．vini 　 acetitti 　HENNFBF ．R ｛1　 var ．1 ， （細菌 N ・、7）

　　　　　W ．Schnellessigbakterien

　　　　　　　　　B ．σ ceti 　PAsrEvR 　 var ．】［，（細菌 No ．6）

　 終 りに 臨み終始御懇篤な る 御指導 な 賜 りす二る恩師 中村博士並に種酢試料な御惠邊下 さ れ し全國食酢醸造家 に深

謝す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （大 阪帝大 工學部醸造學敢室 中村研究室）
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正 誤 表

　本誌第 12卷第 12號所載の安井之雄氏著、日本産種酢中1：存在 ぜ る醋酸菌の 分類學的研究及 び酵素學的研究

（第 1報） 中 に下記の 誤植 ありしな 以て茲 に訂正 す

耳＿ ＿一一  　 ＿一
　 896
　 〃

　 〃

　 〃

　 goo

　 904
　 905
　 go6
　 907909

以 後

909N910

910 〜 911

913 〜 914i

〜

〜
419

9t691811tt

743286284　

　

　

　

1　　
　

　

　

　

　　
1

輔

リ

　

　

　

リ
リ
調

り

噸
dノ

よ
〃

”

〃

よ

よ

よ

よ

よ

下

　

　
上

下

上
下
上

　　　　　　　　 誤　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　
　
tt

酒精　　　2・09
氷醋酸 12．5g，純酒精 22．5鍔
文字不 足
純酒構 3．Oo9
3 日後楽落 ゐρな 生 じ

生　　産

丈　字　不 　足

成　　生

第 1表中最後 ［」ank ・ 1

第2表左下

　第5表

〃

〃

Methy1 −alkoh ｛〕1 ＋ n ・Propyl −alkohol 一

Janke 　 I

糊 欝
　

　

　

足

冖
ン゜
＋

p

　

　

　

不

・
＋

二
縄

ド よ t〕3 （．30）　9，365，（”召8、

剛 畧1§？捜 騾
26
込

　　鵡 聯 撫 1916）

　 　 　 　 　 　 　 　 正

酒　　　精　　1．Occ
氷醋酸　12．5cc，純亨酉精 22 ．5cc
燐酸 マ グ ネ シ ウ ム o・lg
純酒精 3．Occ
3 日後 聚落 な 生 じ

盗　　酸
實　驗　方　法

〃

〃

　 生　　成

　 Janke ．1 （15 ）　Dextose ＋ M 夏tose − M 且【ch 囓
｛　 zucker −

　　（以 外 の 十及び
一・　tt不 要）
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